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期の血柴ヒスタミン濃度は 5.1 1 ng/ml ，血築トリプター
ゼ濃度は 8.0 ng/ml と上昇を認めた一方，非特異的 IgE









7. 劇症型心筋炎を 2 度発症し救命し得た 1例
(東医療センター 1卒後臨床研修センター内科，
3心臓血管診療部病理診断科) 0 小泉元彦1.
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大量ガンマグロプリン投与， IABP ， PCPS を導入した.
入院 2 日目に施行した心筋生検結果および臨床症状から
劇症型心筋炎の再発と考えられた.循環動態は緩徐に改











小児科 o生形盟1 ・0 小暮智仁
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症例は 86 歳女性. 205 年 (75 歳時)に大動脈弁閉鎖
不全症，胸部大動脈癌に対して大動脈弁置換術，上行大
動脈置換術を施行された術後経過は良好であったが
201 年頃から労作時呼吸困難感が出現し， Sp0290% と
低酸素血症を認めた.精査を施行したが，原因不明であ























管外 科 感 染 症 科 血 液 内 科) 0 大川拓也1.
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症例は 78 歳男性. 203 年 10 月 (65 歳)，完全房室ブ
ロックに対して恒久的ペースメーカ植え込み術を施行し
た.これまで 204 年 7 月， 9 月， 207 年 1月， 6 月に
ペースメーカポケット感染を併発し，姑息的手術を施行
した. 207 年の術中抗酸菌培養より Mycobacterium che-
lonae が検出され，クラリスロマイシンの長期内服を行っ
た.しかし 2016 年 7 月にポケット感染が再燃した.血
液培養は陰d性だ、った. とくに症状はなかったが，術前精
査中に突然血小板数が2.3 万/μl まで低下しその後4千/
μl まで低下し特発性血小板減少症 (ITP) の診断に至っ
た.約 1 ヵ月のステロイド治療を行い，血小板数が 10
万/μl 以上になった時点で，開胸・関心下ペースメーカ
全抜去術を行った.術中の創部培養，ペースメーカリー
ドから多剤耐性の Mycobacterium chelonae が検出された.







10. Thyroid-like folicular renal cel carinoma (TLF-
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での報告は 27 例のみである.われわれは TLF-RC のl
例を経験したので，報告する. (症例 J 5 歳女性. (既往
歴〕膝 IPMN (当院消化器内科で経過観察中). (家族歴〕
特記事項なし. (現病歴 J 17 年前に当院で， 7年前に他院
で右腎腫蕩を指摘されていた(詳細不明). (X -1) 年，
IPMN フォロー中の腹部超音波検査で腎腫蕩を指摘さ
れ，当院泌尿器科に紹介された X 年 4 月の造影 CT で，
右腎中央に石灰化を伴う腫蕩を認めた.増大傾向を示し
たため，腎細胞癌との診断のもと， X 年 7 月，腎部分切
除術が施行された術後，追加治療なく外来フォロー中





keratin (CK) 7， TTF l， P AX8 陽d性; CK20 ， CDX2 ， 
thyroglobulin ，α-methyl acyl CoA racems (AMACR) 
陰性であった.甲状腺乳頭癌の転移が疑われたが，甲状
腺を含む他臓器に原発を示唆する所見を認めなかった.
特徴的な核所見と TF1 ，CK7 陽性である点がこれまで







O 越智満久1. cg 近藤恒徳2 ・田進一成2
症例は 49 歳女性. 2016 年 3 月に他院にて子宮筋腫摘
出術.術後発熱精査の単純 CT にて径 89mm の右傍腎孟













色では S-10 蛋白陽性で Ki-67 陽性細胞は 5% 以下で
Schwanoma と診断した後腹膜に発生する Schwan-
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〔症例J56 歳男性.健診で高カルシウム血症(11. 3 mg/ 
dL) を指摘され原発性副甲状腺機能充進症 (PHT) を
疑われて，当科紹介受診となった intacPTH 250 pg/ 
mL であり，多発内分泌腺腫蕩の家族歴はないことから，
散発性 PHPT と判断した.頚部超音波検査では部位診断





正中切開にて右胸部胸腺内の副甲状腺腫 (12x 106 mm ， 
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る. [症例 J 81 歳男性.慢性便秘症があり，約 1週間前
からの発熱，便秘，左下腹部痛を主訴に救急、外来を受診







潰蕩性大腸炎も考えられた. 5-AS 内服， G-CAP を開始
したが，発熱，下痢，炎症反応の改善を認めず，第 28 病
日の大腸内視鏡検査では直腸病変は消失していたが， S 
状結腸~横行結腸まで、炎症が拡がっており，低栄養もあ
り，全身状態が悪化しており，第 31 病日に高位前方切除
